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学力向上会議の開催
８月２３日に、今年度２回目の学校運営協議会の中で、学力向上会議を開催しました。

今年度は、重点的な取組として、「自分の考えをまとめ・伝える力の育成」「互いの考

えを交流し、互いの良さに学び合う力の育成」の２点について、授業や学級活動の中で

取組を進めています。その進捗状況を確認するため、達成指標を設定し定期的に生徒へ

のアンケート調査を実施しています。

アンケート項目 達成指標 結果

自分の考えや意見をノートにまとめることができた。 ７０％ ６７％

自分の考えや意見を他者に分かりやすく伝えることができた ８０％ ８４％

他者の考えを聴き、交流を深めることができた。 ７０％ ６３％

他者の考えを聴くことで、自分の考えの参考になった。 ７０％ ６６％

まだ目標を達成できていませんが、それぞれの学年のアンケート結果を分析し、後期

は、その実態に応じた具体的な取組を進めていきます。

また、下記の結果は４つのアンケート項目について「保護者」と「生徒」の「十分で

きている」の回答率です。

アンケート項目 保護者 生徒

①毎日、家庭学習を１時間３０分以上取り組めているか ２５％ ４６％

②毎朝、朝食を食べて登校しているか ８３％ ８８％

③車による送迎に頼らず、自力登校できているか ５２％ ６４％

④自ら進んであいさつできているか ４４％ ６６%
生徒アンケートでは、「十分できている」と「できている」を合わせると、②③④は、

９０％以上になります。「できている」が「十分できている」に変わるよう家庭と学校

で連携して指導・声掛けが必要であると思います。また、①については「やや不十分」

「不十分」が、保護者で３６％、生徒で２１％となります。「１時間３０分の学習時間」

は目安ではありますが、家庭学習を習慣化することが大切ですので、改善されるよう学

校でも指導していきたいと思います。ご家庭でもご協力お願いします。

学力調査の結果

〇３年全国学力調査（４／１８実施）の本校正答率は、国語、数学、英語の実施

した全教科で大分県平均を上回りました。全国平均と比較すると英語のみ少し

下回りました。

〇２年大分県学力定着状況調査（４／２５実施）の本校正答率は、国語、社会、

数学、理科、英語の全教科で大分県平均を上回りました。

４年ぶりに復活

学校生活が通常に戻る中で、多くの行事が復活しています。

８月２６日（土）に学校運営協議会主催による校内除草作業を

実施しました。当日は、保護者・職員約７０名で、グラウンド

や校内を通る町道周辺の草刈りを行いました。ご参加いただき

ありがとうございました。来年度も多くの皆様のご参加をお願

いしたいと思います。１年生の九重宿泊体験学習では、様々な

活動を通して学級の絆が深まったと思います。２年生の２日間

にわたる職場体験では、町内５３事業所にお世話になり貴重な ＜幼稚園での体験＞

体験をさせていただきました。また、現在、１０月２４日（火）の学年合唱コンクール

へ向けて、生徒は毎日練習に励んでいます。


